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出張報告書 

 

2015 KOMP2/IMPC Annual Meetingは米国のマウス研究のメッカ Bar Harbor のジャク

ソン研究所（参考１）で 5月 13日から 14日まで開催され、理研 BRCからは 実験動物

開発室 吉木淳室長、綾部信哉研究員、マウス表現型知識化研究開発ユニット 桝屋啓

志 UL、マウス表現型解析開発チーム 若菜茂晴 TLが参加した。 

初日の IMPC eye workshop では、各センターからこれまで眼底像を中心にスクリーニ

ングを行ってきた表現型解析結果の報告（参考 2）、および OCT：Optical Coherence 

Tomography（光干渉断層計）を用いた網膜断層構造の可視化、その異常の程度によって

表現型を判断する試みが紹介され、実習も行われた。 

2日目からの KOMP2/IMPC Annual Meetingでは、これまでの IMPC実施状況と 2016

年からの第 2期の計画について討議された。まず、マウス生産と供給の状況について、

これまで 3,500系統のノックアウトマウスが作出・公開されるとともに、2,000 系統以

上が世界中の研究コミュニティーに供給され、マウス作出に係る研究費の節減に貢献し

ていることが報告された。2016年からの第 2期においてさらに効率的にマウス生産を

行うためには、ノックアウト ES細胞を用いたこれまでの手法だけでなく、新たな遺伝

子改変手法であるゲノム編集技術（CRISPR/Cas9 システム）を採用することが計画され

ている。理研 BRCを含めた各生産拠点での取り組みの成果に基づき、CRISPR/Cas9 シ

ステムによるマウス生産の可能性や課題についても議論が行われた。マウス表現型解析

では、理研 BRCを含めた世界の各施設で合計 1,800系統の KOマウスの解析が終了し、

IMPCのホームページ（http://www.mousephenotype.org：参考 4）に全データが掲載され

ている。そのうち全遺伝子の約 1/10 にあたる 1,450 系統の総合評価によれば、これまで

考えられていたよりも、遺伝子が胎生致死、妊性、雌雄差等に多く寄与しており、個別

解析ではわからなかったゲノム全体の機能が解明され、IMPCの議長である Dr. Steve 

Brown から解説があった(参考 3)。 

IMPCで解析された KOマウスや ES細胞の配布やマウス表現型情報のデータは、公

共ゲノムデータと連結され、世界の研究者が自由に利用できる客観的、定量的、網羅的

なこれまでにないデータベース（参考 5）として公開されている。これらのマウスは世

界的な標準的リソースとして、今後の生命科学、医学研究に大きく貢献すると期待され

る。データの検索は、日本マウスクリニックのホームページ

（http://mouseclinic.brc.riken.jp/impc/：参考２）からも検索できるようになっている。理

研 BRCはこれらのデータ作出に大きく貢献している。これらの成果は 6月までに論文

にまとめて秋に世界同時プレス発表される予定である。 

http://www.mousephenotype.org/
http://mouseclinic.brc.riken.jp/impc/
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参考１）2015 KOMP2/IMPC Annual Meetingが開催された米国ジャクソン研究所 

 

 

参考 2）IMPC eye workshop で報告する若菜 TL 

 

 

参考 3）これまでの IMPCにおける成果を報告する Dr. Steve Brown 
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参考 4）IMPCで解析された ES細胞、KOマウス、表現型情報が検索できる IMPC ホー

ムページ 

 

参考 5） 

日本マウスクリニックのホームページ（http://mouseclinic.brc.riken.jp）からも上記の

IMPCで解析されたマウスのデータが検索できる。 

 

http://mouseclinic.brc.riken.jp/

